
▷レポート課題 5

以下のURLに本課題で利用するプログラム gcd.asmを載せた．� �
www.hisenkei.net/˜sima/lecture/itex1/gcd.html� �

gcd.asmは，ユークリッドの互除法を用いて整数 Xと Yの最大公約数を求めるプログラム
である．ただし，gcd.asmでは，X > Yおよび Xと Yが 1∼15の間の整数であることを仮
定している．この gcd.asmには同じ処理が繰り返し記述されている箇所や非効率的に書か
れた箇所が存在する．そこで，サブルーチン (CALL命令・RET命令)および LOOP命令を用
いて，以下のプログラムをより少ないコード量になるように書き換えよ．ただし，結果は
DXレジスタに保存することとする．また，プログラムを実行した結果が変わらないように
すること．ファイル名は，gcd XXXXXXX.asmとする．ただし，XXXXXXXの部分には各自の
学籍番号を入れる．レポートには作成したソースコードを載せること．また，ソースコー
ドの各行に行番号を付けること．
レポートでは，作成したプログラムについて，どのような工夫をすることでソースコード
をより短いコードに書き換えたのかについて述べよ．説明するときには適宜ソースコード
を引用すること．また，gcd.asmにおいて，Xと Yが 15よりも大きな数になった場合にど
のようなことが起こるのか，考察せよ．
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